
世
界
で
最
初
の
大
学
と
言
わ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学

が
学
生
の
自
治
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学
運

営
へ
の
学
生
参
加
は
高
等
教
育
に
お
け
る
最
も
古
い
課
題
の
一
つ
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
代
以
降
の
大
学
に
お
い
て
は
、
一
部
の

例
外
を
除
け
ば
主
役
は
常
に
教
員
、
そ
し
て
主
と
し
て
教
員
か
ら
成

る
大
学
の
管
理
者
で
あ
っ
た
。
高
等
教
育
の
大
衆
化
が
一
層
進
み
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
に
達
し
た
と
言
わ
れ
る
今
日
、
高
等
教
育
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
は
質
保
証
で
あ
る
が
、
欧
州
で
は
学
生
参
加
が
そ
の

成
否
を
握
る
鍵
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
本
稿
で
は
、
学
生
参
加
の
歴
史
を
簡
単
に

辿
っ
た
後
、
主
と
し
て
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
質
保
証

へ
の
学
生
参
加
の
在
り
方
を
概
観
し
、
学
生
参
加
の
今
日
的
意
義
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
学
生
参
加
の
歴
史

（
一
）
中
世
大
学
に
お
け
る
学
生
の
地
位

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
大
学
と
並
ん
で
世
界
で
最
初
の
大
学
と
言
わ
れ

る
イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
（
一
二
世
紀
末
に
成
立
）
は
、
前

者
が
教
師
の
大
学
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
「
学
生
大
学
」
と
呼
ば
れ
、

学
生
の
自
治
組
織
で
あ
る
学
生
団
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
。
学

生
団
を
統
括
す
る
学
頭
（
レ
ク
ト
ー
ル
）
は
選
挙
に
よ
っ
て
学
生
か
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欧
州
に
お
け
る
学
生
参
加

～
高
等
教
育
質
保
証
へ
の
参
加
を
中
心
に
～

大
場

淳
（
広
島
大
学
高
等
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）



に
も
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。
更
に
、
学
生
は
高
等
教
育
に
か
か
る

国
政
に
も
参
加
が
認
め
ら
れ
、
国
民
教
育
省
の
重
要
施
策
意
思
決
定

に
か
か
る
義
務
的
諮
問
機
関
で
あ
る
高
等
教
育
・
研
究
審
議
会

（
C
N
E
S
E
R
）
で
は
学
生
委
員
が
六
一
人
中
一
一
人
を
占
め
、
ま
た
、

国
の
学
生
支
援
機
関
で
あ
る
国
立
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
（
C
N
O
U
S
）

の
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
管
理
運
営
評
議
会
で
は
二
九
名
中
八

名
が
学
生
で
あ
る
（
大
場
、
二
〇
〇
六
参
照
）。

日
本
に
お
い
て
も
、
大
学
紛
争
の
時
代
に
は
、
大
学
運
営
へ
の
学

生
参
加
の
是
非
が
議
論
さ
れ
た
。
一
九
六
九
年
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
『
当
面
す
る
大
学
教
育
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
』
は
、
学
生
参
加
の
意
義
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
が
「
所
期
の
効

果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
学
生
一
般
が
こ
れ
に
対
し
て
積
極
的
、
建

設
的
な
意
欲
を
も
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
大
学
自
体
に
お
い
て
も
、

提
起
さ
れ
た
問
題
に
適
切
に
対
応
で
き
る
態
勢
が
整
備
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
課
外
活
動
や
福
利
厚
生
事
業
と
修
学
環
境
の

整
備
な
ら
び
に
教
育
計
画
と
授
業
の
内
容
・
方
法
の
改
善
と
い
っ
た

限
ら
れ
た
範
囲
内
で
は
あ
る
も
の
の
、
意
思
決
定
機
関
の
諮
問
を
受

け
て
そ
れ
に
答
申
す
る
機
関
や
特
定
の
事
案
の
事
前
審
議
に
よ
り
意

思
決
定
に
参
与
す
る
機
関
に
学
生
代
表
が
参
加
す
る
こ
と
を
提
言
し

て
い
た
。
し
か
し
、
学
生
運
動
が
政
治
的
色
彩
を
帯
び
る
に
つ
れ
て
、

政
治
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
つ
こ
と
が
学
問
の
自
由
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
大
学
側
は
、
そ
の
管
理
運
営
に
学
生
が
直
接
参
加

す
る
こ
と
に
消
極
的
な
態
度
を
と
り
、
そ
の
後
最
近
に
至
る
ま
で
、

学
生
参
加
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る

（
中
村
、
二
〇
〇
五
）。

欧
州
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
学
生
参
加
が
制
度
的
に
は
整

備
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
学
生
参
加
の
状
況
は
概
ね
低
調
で
あ

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
評
議
会
等
の
学
生
委
員
の
選
挙
投
票
率
は
低

く
（
一
～
二
割
程
度
）
、
選
出
さ
れ
た
委
員
は
欠
席
が
多
く
、
出
席

し
て
も
発
言
が
稀
で
あ
っ
た
り
、
他
方
で
実
質
的
な
意
思
決
定
は
評

議
会
等
の
下
部
の
委
員
会
組
織
で
学
生
抜
き
に
行
わ
れ
た
り
す
る
な

ど
と
い
っ
た
状
況
が
、
多
く
の
国
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
。
米
国
の

K
err
（
二
〇
〇
一
）
は
参
加
型
民
主
主
義
は

失
敗
で
あ
っ
た
と
し

て
い
る
が
、

B
o
er

a
n
d
S
ten

sa
k
er
（
二
〇
〇

七
）
は
、
「
代
表

民
主
主
義
と
し
て
の
大
学
は
確
固
た
る
将
来
展
望
に
基
づ
い
た
政
治

的
行
為
と
し
て
で
は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
偏
見
、
政
治
的
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
産
物
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
参
加
が
低
調
で
あ
る
実
態
の

背
景
を
説
明
し
て
い
る
。

（
１
）

従
来
学
生

副
学

長
は
法

令
上

規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇

七
年
の
大
学
の
自
由
と

責
任
に
関
す
る
法

律
（

ペ
ク

レ
ス
法
）
に
よ
っ
て

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
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ら
選
ば
れ
、
殆
ど
全
て
の
重
要
意
思
決
定
は
学
頭
と
学
生
代
表
か
ら

な
る
代
議
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
教
員
は
学
生
に
よ
っ
て

雇
わ
れ
る
者
で
あ
り
、
学
生
の
許
可
な
く
し
て
休
講
す
ら
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
（

ラ
シ

ュ
ド
ー

ル
、
一
九
六
六
）
。
ま
た
、
一

四
世

紀

に
神
聖
ロ
ー
マ
領
で
形
成
さ
れ
た
プ
ラ
ハ
（
独
語
で
は
「
プ
ラ
ー
ク
」）

大
学
は
ド
イ
ツ
で
初
め
て
の
大
学
と
さ
れ
る
が
、
教
師
と
学
生
の
団

体
に
よ
る
「
混
合
型
大
学
」
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ハ
大
学
の
最
高
議
決

機
関
は
全
学
会
議
で
あ
り
、
全
て
の
教
師
及
び
学
生
が
同
一
の
投
票

権
を
持
っ
て
い
た
（
酒
井
、
一
九
七
九
）。

教
師
中
心
の
パ
リ
大
学
の
運
営
方
式
と
と
も
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
や

プ
ラ
ハ
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
学
生
に
よ
る
自
治
や
大
学
運
営
へ
の
参

加
は
、
そ
の
後
、
欧
州
の
他
の
大
学
に
も
広
が
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
財
政
的
自
律
性
の
喪
失
、
教
会
に
よ
る
大
学
支
配
、
規
模
拡
大

に
伴
う
総
会
機
能
の
低
下
、
学
生
団
の
学
部
へ
の
吸
収
等
を
通
じ
て
、

次
第
に
学
生
に
よ
る
意
思
決
定
へ
の
関
与
は
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
ボ

ロ
ー

ニ
ャ
大
学
で
は
、
「
さ
い

ふ
が
学
生
の

手
か
ら

都
市
に

移
る
に

従
っ
て
、
学
生
の
教
授
選
定
権
は
漸
次
減
退
し
、
そ
の
任
命
権
が
都

市
の
専
有
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
…
教
師
の
任
命
と
、
国
家
と
の

関
係
に
お
け
る
大
学
の
行
政
一
般
と
は
、
究
極
的
に
、
「
大
学
改
善

委
員
」
（
R
efo
rm

a
to
res
S
tu

d
ii）
と

呼
ば
れ
る
一

団
の
人

々
に

任
さ
れ
た
。
十
四
、
五
世
紀
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
全
て
の
大
学
で
、

そ
う
し
た
（
同
名
な
い
し
類
似
の
名
称
を
も
っ
た
）
団
体
が
市
政
府

や
王
侯
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
、
大
学
の
実
権
は
、
い
よ
い
よ
、
こ
の

学
外
の
管
理
体
の
手
に
帰
し
て
い
っ
た
」
の
で
あ
る
（
ラ
シ
ュ
ド
ー

ル
、
一
九
六
六
）。

（
二
）
大
学
紛
争
と
学
生
参
加
の
制
度
整
備

中
世
に
始
ま
っ
た
学
生
参
加
の
在
り
方
が
そ
の
後
の
数
世
紀
の
間

に
全
く
失
わ
れ
た
訳
で
は
な
い
が
、
近
代
以
降
で
学
生
が
大
き
く
表

舞
台
に
立
つ
の
は
一
九
六
〇
年
代
末
に
世
界
を
席
巻
し
た
大
学
紛
争

の
時
で
あ
ろ
う
。
激
し
い
闘
争
の
結
果
、
欧
州
各
国
で
は
学
生
が
大

学
の
意
思
決
定
機
関
に
教
員
や
教
員
外
職
員
、
学
外
者
と
並
ん
で
議

席
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
。

例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
大
部
分
の
州
に
お
い
て
学
生
代
表
は
大
学

と
学
部
の
双
方
の
段
階
で
選
出
さ
れ
、
代
表
は
大
学
と
学
部
の
委
員

会
に
お
い
て
学
生
の
利
益
を
代
表
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
・
社
会
問

題
に
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
タ
イ
ヒ
ラ
ー
、

二
〇
〇
六
）
。
ま
た
、

フ
ラ
ン

ス
に
お
い
て
は
、
管
理
運
営
評
議
会

を
始
め
と
す
る
三
評
議
会
に
学
生
は
代
表
（
各
評
議
会
の
七
・
五
～

四
〇
％
）
を
選
出
し
、
ま
た
、
同
様
に
日
本
の
学
部
に
相
当
す
る
教

育
研
究

単
（
U
F
R
）
で
も
評
議
会
に
は
学
生
委
員
が
選
出
さ
れ
る
。

ま
た
、
多
く
の
大
学
で
は
学
生
副
学
長
も
置
か
れ
る
な
ど
、

（
１
）

執
行
部
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交
換
さ
れ
、
次
の
六
点
が
報
告
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

①
あ
ら
ゆ
る
段
階
の
意
思
決
定
に
お
い
て
学
生
の
関
与
が
拡
大

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

②
関
与
を
拡
大
す
る
た
め
の
方
策
に
は
、
学
生
代
表
と
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
経
験
や
能
力
・
技
能
の
評
価
・
認
証
制

度
、
政
府
や
大
学
執
行
部
等
に
よ
る
学
生
参
加
奨
励
方
策
が
含

ま
れ
る
。

③
関
与
の
拡
大
が
責
任
と
要
求
の
拡
大
を
も
た
ら
す
こ
と
に
鑑

み
、
説
明
責
任
、
透
明
性
、
情
報
共
有
に
つ
い
て
の
仕
組
み
を

整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

④
学
生
代
表
は
、
そ
の
地
位
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
の
取
扱
い
に

つ
い
て
倫
理
的
責
務
を
有
す
る
。

⑤
学
生
団
体
は
、
他
の
当
事
者
と
平
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

経
済
的
・
物
的
・
人
的
資
源
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
支

援
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑥
大
学
は
、
市
民
性
の
学
校
で
あ
り
、
ま
た
、
社
会
発
展
の
た

め
の
機
関
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
在
籍
す
る
学
生
は
単
な
る
消
費

者
や
顧
客
と
し
て
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

二
〇
〇
三
年
九
月
、
第
三
回
の
大
臣
会
合
が
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ

れ
、
採
択
さ
れ
た
声
明
書
に
お
い
て
、
「
学
生
は
高
等
教
育
統
治
の

全
面
的
当
事
者
」
で
あ
っ
て
、
学
生
参
加
を
拡
大
す
る
た
め
の
方
策

を
各
国
が
明
確
に
す
る
こ
と
、
各
国
の
高
等
教
育
質
保
証
制
度
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
る
大
学
評
価
の
項
目
に
学
生
参
加
状
況
を
含
め
る
こ
と

を
求
め
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各
国
政
府
は
、
と
り
わ
け
質
保
証
に

お
い
て
学
生
参
加
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

（
三
）
質
保
証
活
動
へ
の
学
生
参
加

E
S
IB
／
E
S
U
は
、
欧
州
全
般
の
高
等
教
育
質
保
証
に
関
し
て
、

大
臣
会
合
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
欧
州
高
等
教
育
質
保
証
協
会

（
E
N
Q
A
）
と
と
も
に
、
「
欧
州
高
等
教
育
圏
に
お
け
る
質
保
証
の

た
め
の
規
準
及
び
指
針
」
（
規
準
・
指
針
書
）
の
策
定
に
当
た
る
な

ど
、
中
心
的
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
。
規
準
・
指
針
書
は
二
〇

〇
五
年
の
大
臣
会
合
（
於
ベ
ル
ゲ
ン
）
で
採
択
さ
れ
、
欧
州
に
お
け

る
質
保
証
の
在
り
方
を
方
向
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
に

お
い
て
、
学
内
に
お
け
る
質
保
証
活
動
へ
の
学
生
参
加
（
一
一
、

一
二
）
、
質
保
証
機
関
が
行
う
第
三
者
評
価
へ
の
学
生
参
加
（
二

五
、
三
六
、
三
七
）
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
質
保
証
活
動
に
か
か

る
学
生
参
加
の
在
り
方
が
明
確
に
さ
れ
た
。

欧
州
に
お
い
て
最
も
徹
底
し
た
形
で
質
保
証
へ
の
学
生
参
加
が
実

践
さ
れ
て
い
る
国
（
地
域
）
の
一
つ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
あ
る
。

同
国
（
地
域
）
の
財
政
審
議
会
（
S
F
C
、
二
〇
〇
三
）
は
、
「
質
保
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二
学
生
参
加
の
今
日

（
一
）
一
九
九
八
年
の
ユ
ネ
ス
コ
宣
言

欧
州
や
そ
の
他
の
多
く
の
国
に
お
い
て
、
否
定
的
な
側
面
が
強
調

さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
学
生
参
加
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
継
続
し

て
そ
の
否
定
的
側
面
や
民
主
的
参
加
制
度
の
形
骸
化
の
み
が
指
摘
さ

れ
た
訳
で
は
な
い
。

一
九
九
八
年
に
採
択
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
『
二
一
世
紀
に
お
け
る

高
等
教
育
に
関
す
る
宣
言
』
は
、
政
府
・
大
学
の
意
思
決
定
者
に
対

し
て
、
学
生
は
「
高
等
教
育
改
革
の
重
要
な
当
事
者
か
つ
責
任
あ
る

利
害
関
係
者
で
あ
る
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
そ
の

参
加
の
対
象
と
し
て
「
教
育
の
水
準
に
か
か
る
諸
問
題
、
教
授
法
及

び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
評
価
・
改
革
、
更
に
、
現
行
の
組
織
枠
組
、
政

策
形
成
、
機
関
運
営
」
を
例
示
し
、
更
に
「
学
生
は
組
織
し
代
表
を

送
る
権
利
を
有
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
学
生
の
関
与
は
保
証
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
謳
っ
て
い
る
。

（
二
）
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
へ
の
学
生
団
体
の
参
加

欧
州
で
は
、
近
年
、
欧
州
高
等
教
育
制
度
の
収
斂
を
図
っ
て
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
欧
州
高
等
教
育
圏
を
創
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
学
生
参
加
が
非
常
に
重
要
な

位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
は
一
九
九
八
年
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
教
育
大

臣
会
合
及
び
翌
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
会
合
に
始
ま
っ
た
政
府
間
活
動
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
両
会
合
に
は
学
生
は
招
聘
さ
れ
ず
、
ま
た
、
両
会

合
で
採
択
さ
れ
た
二
つ
の
宣
言
に
お
い
て
学
生
参
加
は
言
及
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
各
国
の
学
生
団
体
の
連
合
組
織
で
あ
る
欧

州
学
生
団
体

連
合
（
E
S
IB
）
（

現
在
の
欧
州
学
生

連
合
（
E
S
U
））

が
、
二
〇
〇
一
年
の
プ
ラ
ハ
大
臣
会
合
か
ら
欧
州
評
議
会
等
と
と
も

に
諮

問
委

員
（
co
n
su

lta
tiv

e
m
em

b
er）
と
し
て

正
式
に
参
加
が

認
め
ら
れ
た
。
同
大
臣
会
合
の
声
明
書
は
、
「
大
学
と
そ
の
他
の
高

等
教
育
機
関
及
び
学
生
が
、
欧
州
高
等
教
育
圏
の
設
立
と
形
成
に
お

け
る
資
格
を
有
す
る
活
発
で
建
設
的
な
当
事
者
と
し
て
必
要
と
さ
れ
、

ま
た
、
歓
迎
さ
れ
る
」
と
し
、
更
に
「
学
生
は
、
大
学
と
そ
の
他
の

高
等
教
育
機
関
の
教
育
編
成
・
内
容
に
参
加
し
影
響
を
与
え
る
べ
き

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

プ
ラ
ハ
会
合
を
受
け
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
教
育
研
究
省
主
催
（
E
S
IB
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
学
生
団
体
、
欧
州
評
議
会
共
催
）
に
よ
っ
て
、
二
〇

〇
三
年
六
月
に
「
高
等
教
育
統
治
へ
の
学
生
参
加
」
と
題
し
た
セ
ミ

ナ
ー
が
オ
ス
ロ
で
開
催
さ
れ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
参
加
に

つ
い
て
政
府
、
大
学
執
行
部
、
学
生
等
の
幅
広
い
立
場
か
ら
意
見
が
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学
位
授
与
機
構
が
行
う
認
証
評
価
の
基
準
に
お
い
て
は
「
学
生
、
教

員
、
事
務
職
員
等
、
そ
の
他
学
外
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
適

切
な
形
で
管
理
運
営
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
」
が
各
大
学
に
問
わ
れ

て
お
り
、
今
日
、
学
生
参
加
は
日
本
に
お
い
て
も
現
実
的
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
制
約
か
ら
質
保
証
の
内
容
や
そ
れ
へ
の
学
生

参
加
の
背
景
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、
公
的
領
域
へ
の

市
場
原
理
の
適
用
（
市
場
化
）
を
前
提
と
す
る
質
保
証
に
お
い
て
、

利
用
者
で
あ
る
学
生
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
最
後
に
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
高
等
教
育
を
含
む
公
益
務
（
p
u
b
lic
serv
ice）

の
市
場
化
は
抗
し
難
い
世
界
的
流
れ
で
あ
り
、
質
保
証
は
市
場
化
さ

れ
た
公
役
務
に
お
け
る
新
し
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
形
態
で
あ
る
。
そ
れ
は

全
面
的
な
市
場
原
理
へ
の
依
存
で
は
な
く
、
政
府
の
間
接
的
な
統
制

を
主
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
が
利
用

者
―
大
学
で
は
学
生
―
の
参
加
で
あ
る
。
国
立
大
学
の
法
人
化
を
始

め
と
し
て
高
等
教
育
の
市
場
化
が
進
行
す
る
日
本
に
お
い
て
も
、
質

保
証
へ
の
学
生
の
参
加
は
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
欧
州
に
お
け
る
学
生

参
加
の
在
り
方
は
我
が
国
に
対
し
て
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

参
考
文
献
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証
手
順
へ
の
学
生
の
参
加
は
、
当
該
手
順
の
効
率
を
最
大
化
し
そ
の

質
を
高
め
る
」
も
の
で
あ
る
と
し
、
各
大
学
に
対
し
て
質
保
証
・
改

善
に
か
か
る
全
て
の
手
順
に
学
生
を
関
与
さ
せ
る
と
と
も
に
、
可
能

な
限
り
広
く
学
内
の
意
思
決
定
に
参
画
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

更
に
同
国
で
は
、
学
生
参
加
の
機
会
を
設
け
る
だ
け
で
は
不
十
分
な

こ
と
に
鑑
み
、
財
政
審
議
会
の
支
援
に
よ
っ
て
全
国
学
生
連
合
の
下

に
ス

コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
質
に
お
け
る
学
生
参
加

支
援
機
関
（
S
tu

d
en

t

p
a
rticip

a
tio

n
in

q
u
a
lity

S
co
tla

n
d（

S
P
A
R
Q
S
））
を
設
置
し
、

質
保
証
・
改
善
活
動
へ
の
学
生
参
加
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

他
の
欧
州
各
国
に
お
い
て
も
、
規
準
・
指
針
書
策
定
後
、
大
幅
に

質
保
証

活
動
へ
の
学
生
参
加
が

拡
大
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七

年
に

E
S
IB
が
大

臣
会

合
（

於
ロ
ン
ド
ン
）
に
提
出
し
た

報
告

書
に

よ
れ

ば
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
国
中
、
ス
イ
ス
を
除
い
て
全
て
の
国
で
学

生
参
加
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
参
加
形
態
の
三
段
階
（
国
、
機
関
、

プ
ロ
グ
ラ

ム
（
学
部
・
学

科
））
全
て
に
学
生
参
加
が
認
め
ら
れ
る

の
は
北
欧
を
始
め
と
す
る
半
数
以
下
の
国
に
止
ま
っ
た
。
同
会
合
の

声
明
書
は
、
学
生
参
加
の
拡
大
を
歓
迎
し
つ
つ
も
、
更
な
る
拡
大
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。

（
四
）
質
保
証
参
加
に
お
け
る
課
題

欧
州
で
は
、
適
切
な
支
援
の
下
で
の
学
生
参
加
は
質
保
証
活
動
に

寄
与
す
る
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か
れ
、
学
生
参
加
を
支
持
す
る
見

解
が
支
配
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
学
生
参
加
の

効
果
は
実
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
学
生

側
に
お
い
て
も
関
心
が
高
く
な
く
、
学
生
が
質
保
証
活
動
に
従
事
す

る
時
間
も
限
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更

に
、
学
生
の
責
任
増
大
に
伴
っ
て
、
第
三
者
評
価
等
高
い
専
門
性
を

必
要
と
す
る
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
そ
の
こ
と
が
却
っ

て
一
般
の
学
生
の
参
加
を
困
難
に
し
て
い
る
状
況
も
認
め
ら
れ
る
。

三
結
語

一
九
六
〇

年
末
の
大
学

紛
争

以
降
、
「
学
生
の

権
利
」
と
い
っ
た

観
念
的
論
争
を
除
い
て
、
日
本
に
お
い
て
は
殆
ど
議
論
さ
れ
な
か
っ

た
学
生
参
加
で
あ
る
が
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
学
生

参
加
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
文
部
省
の
調
査
研
究
協
力
者
会
議

報
告
書
『
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
―
学
生

の
立
場
に
立
っ
た
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
て
―
』
が
「
学
生
の
希
望
・

意
見
の
反
映
」
に
一
項
目
を
割
い
て
、
学
生
代
表
と
の
意
見
交
換
の

場
の
活
用
等
を
求
め
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
学
評
価
・
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